　酸化(Oxidation)と還元(Reduction)
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

酸化銅から銅を取り出す反応式を書けるようになろう
銅が取り出せたかどうか調べよう

· 試験管に残った物が銅であるかどうかを調べる方法は？　（ヒント：銅は金属です）

方法




　　調べた結果

・





→

・





→

・





→

今回の実験を反応式で表そう（炭素を使った場合）
◎酸化銅から銅を取り出す様子を日本語で書こう（炭素化合物の班は今回は炭素でかく）
　　　酸化銅
＋　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　　　　　＋
①日本語を化学式（世界共通の記号）に書きかえる。

　　　ＣｕＯ
＋　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　　　　　＋

2 その記号のとおりに模型の絵をかく。（下の③～⑤の数合わせのために行う）
＋　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　　　　　＋

③原子の約束に違反（矢印の前後で原子が無くなったり増えたり）していないか調べる。

④矢印の前後で足りないときは②の模型を増やす。（ただし分子（１セットずつ）で増やす）
⑤矢印の前後で数があっているかもう一度確認する。

⑥模型を記号に書き直す。↓　（ヒント：2セットの場合は２（CｕO）などとかく）
＋　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　　　　　＋

今回の実験における　「等価交換の原則」　
◎酸化銅から銅を取り出すことを（　　　　　　　　　）という。

◎酸化銅から銅を取り出して（　　　　　　　）するためには，酸化銅と銅以外が，（　　　　　　　）されなければならない。


→　ギブアンドテイク（GIVE AND TAKE　＝あげたらもらわなきゃ） ＝等価交換の法則　である。
と　　　　　　　　　は同時に起っている。

